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子供のプライベートプレイス認識と成育環境
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1.本研究の目的
「子供と空間の関係」は、従来から子供部屋の問題な
どとして取り上げられてきた。このように空間は、子供
の心身の発達に取って大きな意味を持っている。特に子
供の自立と大きな関わりを持っと考えられる、 「プライ
パシー意識の発達Jと 「空間」とは、切り離して考えら
れなし、。
そこで、子供にとって 「プライベートな場所」とは、
どういった条件を備えているのか、またそれは、子供を
取り巻く環境と、どの様な関わりがあるのかを明らかに
するために本研究に若手した。プライパシーという言葉
は、現在一般的に使われているが、かつて日本文化の中
には存在しなかった言葉であり、そのため適切な訳語が
ない。また、その言葉の概念も明確に把握されていない
ため、低年齢の子供にその意味内容を理解させることは、
不可能だと考えられる。そこで本研究では、 M.Wolfe
の 「プライベートプレイスの研究Jをもとに、米国で認
識されているプライパシーの概念を指標として、それに
対応した場が、日本文化の中ではどのように扱われてい
るかを把握することを目的とした。
2.研究の枠組みと役問項目の股定
M.Wolfはプライパシーの続念、が明確にされていない
とし、プライパシーに関する大人の概念、やその根源は、
幼年期の経験に結びっくものと考え、幼年期と脅年期に
おけるプライパシーの概念を、明らかにするための調査
を行った。 4-17才の都市と郊外 ・地方に住む約800人
の子供と青年に対し、 「プライベートな場所とはどこか」
・「何故、それがプライベートとなるのか」を個人的に
インタビューした。その結果、 「プライベートプレイス」
とは、固有の<物理的特質>と<社会的特質>をもった
特別なタイプの場所だと述べている 1)。
M.Wolfのプライベートプレイスの概念をまとめると、
[表ー1]のようになる。
多くの子供や青年にとって、「プライベートな場所」
表ー 1 プライベートプレイスの概念
表1 PRIV ATE PLACE Settingの理由 FUNCTION PHYSICAL AND SOCIAL QUALTIES 
A. being a place to think self-evaluation aloneness， quiet 
self-identity no one bothering you 
B， spatial location and ownership desire to exercise a place that's mine 
Cprivacy as control expressed as a autonomy Ccontrolling no one knows where it is or 1 am 
aloneness) access to the space) 1 control access 
non-mvaslOnary sltuahon I'm alone， no one bothers me 
C. ownership of a space autonomy component it's my own place 
Cguarantee non-intrusion) (choice of activity) 1 can be alone 
(privacy as choice no one brothers me 
expressed through aloneness) 1 can do what I want to do 
D.information control groupicnyg j privacy mechanism a desire to be alone 
(most usual notions of priva doing a specific activity 
一般的 privacyの概念 no one brother me 
no one knows what I'm doing 
、 、 ， ， ，??， ，?、
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となるための要因と して、次の4つがあげられている。
A. Self-identity i自己認識」
(思考の場所)
B. Desire To Exercise Autonomy i自立への願望」
(空間制御]…空間への接近のコントロール)
C. Autonomy Component i自立の要素」
(行動の選択)
D. Information Contro1 i情報の制御J
(一般的プライパシー)
本研究ではプライベートプレイスを求めるために、こ
の概念を指標として、プライベートプレイスの4つの機
能を具体的に実現している子供の 「生活行為」を検討し
た。その結果27の行為(表-8参照)を抽出し、それ
らの行為を行う「場所」を問う項目を設定した。また、
その場所で行う「理由」を求めるとともに、その行為に
ついて<目的 ・人 ・物 ・状態>なども具体的に求めた。
3.調査概要
1 )調査方法
「プライベートな局所」について、どの程度理解して
いるかをみるために、小学 ・中学 ・高校生の計4人に予
備調査を行った。予想通り直接的な言葉では理解されな
かったので、前述の設問項目によるインタビューを行っ
た。理解されにくい箇所を修正し、インタビューのマニュ
アルを作成した。 子供の発達段階によるプライパシー意
識の相違を見るために、調査対象は小学3・4年から高
校生までとした。調査人数は36 8人、男・女はほぼ同
数である。 [表一 2.1] 
表2-1 調査対象
インタビュー方式 (N=368) 
学年 地域 ;学校・団体名(人) 調査日時 人数合計
小学3・ 大 他阪都 K小学授 62 7月-9月 男 45
4年生 京 水泳教室 21 8月中旬 女 46
その 個人 8 8月中旬 計 91
小学5・ 大阪市 K小学校 61 7月-9月 男 40
6年生 京都水泳教室 16 8月中旬 女 48
その他個人 11 8月-9月 計 88
中学生 尽 都板i: k中学校 71 7月 男 47
(まに 大 M中学校 24 9月 女 50
2年生)その他個人 2 8月 計 97
高校生 大阪 ~ 1高絞 70 7月-8月 男 47
(1- 大阪 S学園 15 10月 女 45
」ミ杢生)その他個人 7 8月-9月 計 92
人きりになれるのはどこですか?Jと、 D7の 「見られ
たくないことをするのは、どこですか?Jという設問に
ついては、小学校で問題とされたため省略した。しかし、
後者については不可欠な設問と判断したため、再調査を
おこなった。再調査は質問の流れを読み取るため、 D1
-D7の設問について記述方式で行った。再調査はイン
タビュー調査と同じ地域で行い、ほぼ同数の回答を得た。
[表ー 2.2] 
表2-2 調査対象
記述方式 (N=361) 
学年 地犠j学校名 調査日時 人数合計
小学4年生 大阪，K小学校 9月中旬 男 34 女 38
.ー 咽: 計 72
小学6年生 大阪iK小学校 9月中旬 男 59 女 40
不明 1g十100
中学2年生 大阪，M中学校 9月中旬 男 48 女 51
不明l計100
高校2年生 大阪: I高校 9月中旬 男 43 女 44
不明2計 89
2)母集団の属性
調査対象の小学生は、ほとんどが市街地のマンション
居住で親は高学歴、中・高生は住宅街の戸建て住宅、高
校は進学校である。
[家族数]
4人家族が42.9% (記述式調査では42.1%)と最も多
く、次いで5人家族が32.7%(30.1%)、6人家族、 3
人家族と続いている。6人以上も15.3%07.7%)みら
表3 母集団の属性
<家族数>
3人 4人 5人 6人 7人 8人 不明
小3・4年 5.5 35. 1 40. 7 12. 1 4.4 2.2% 
(91) ( 5) (32) (37) (11) ( 4) ( 2人) 。
小5・6年 9. 1 52.8 21. 6 14.8 2.3 0.0 
(回) ( 8) (46) (19) (3) ( 2) ( 0) 。l
中学 7.8 41.1 41.1 8.9 1.1 0.0 
(97) ( 7) (37) (37) ( 8) ( 1 ) ( 0) 7 
r笥校 14. 1 43.5 27.2 12.0 3.3 0.0 
(92) (13) (40) (25) (11) ( 3) ( 0) 。
言十 9. 1 42.9 32. 7 11. 9 2.8 0.6 
(368) (33) (155) (118) (43) (10) ( 2) 7 
れるが、子供2-3人の核家族が主である。[表-3] 
[兄弟数]
2人兄弟が59.3%(56.2%)と最も多く、次に多いの
が3人で28.5%(30.8%)、1人9.1%(7.3%)の順である。
調査方法は、子供の真意を正確にくみ取ることを第一 特に小学3・4年に、 3人兄弟が44.0% (36.6%)と多
義に考えたため、 一人ずつ個人的にインタビューをした。 い。 2人兄弟と 3人兄弟をあわせると、 87.8% 
但し、 「ボーイフレンドあるいはガールフレンドと、 2 (87.0%)になる。[表-4] 
( 2 ) 
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表4 母集団の属性
<兄弟数>
l人 2人 3人 4人
小3・4年 6.6 44.0 44.0 5.5% 
(91) ( 6) (40) (40) ( 5人)
小5.6年 9.1 64.8 21. 6 4.6 
(83) ( 8) (57) (19) ( 4) 
中学 7.8 65.6 25.6 1.1 
(97) ( 7) (59) (23) ( 1) 
高校 13.0 63.0 22.8 1. 1 
(92) (12) (58) (21) ( 1) 
2十
(368) (33) I (214) I (103) I (11) 
不明
。
。
7 
。
7 
[個室専有度]
[図ー 1]に示すように、年齢が上がるほど専有の個室
を持つものが多くなる。小学生は共有の方が多く、子供
部屋として決まった場所がない者も、 10%V_.l上みられた。
中学になると専有が多くなり、特に高校生では87.0%(8
6.2%)が専有になっている。
υ'V 
小34年
小56年
中学
高校tl% . _2Q 
小34年
小56年
中学
高 r 校
‘量1 u、 uv 、ー，
、、 1I 
~;;;;;;;;::;:;:fm 日日
‘ー、- 、 ・ー巴司 、ぞ
-" . ~;:::;;JI; 
--、 .. 吋、
40 60 1¥0 101 
-. ，~-_.- ・ー -・一..・.・一・ーー・一・・ー・ー ・ー・主IUE・H-旬、‘、司、-t:;;:: •. ・・¥ " v 日 ~:::::j:.・
~ーー -Jiミト
L_1謹
図一 1 個室専有度
4.分析のためのカテゴリー設定
1) r場所』のカテゴリー
% 
日書喜と共有
里異性と共有
図間・奥性と共有
白自室なし
% 
日額と共有
E簡単恥
M.Wolfeの研究ではプライベートな所としてあげら
れた場所を次のように分類している。[図-2 ] 
Olher l Other lndoors 
Things 
他の状況
図ー2 プライベートプレイスのタイプ
1. <Own Room> 自室
2. <Other House Area>自室以外の自分の家の中
3.<Other lndoor> 自分の家以外の屋内
4.<Outdoor> 屋外
5.<Other> 
日本では「誰もいない所J、「静かな所Jなど局所は特定
せず状況を示す回答があったので、 5をふたつに分けた。
5.<Other things> 物のある所
6. <Other Situation> ある状況の場所
インタビューの回答は様々で多義に渡っていたため、
この分類を第一段階とした、第二段階のカテゴリ ーを作
成した。[表-5 ] 
表5 場所のカテゴ リー
{場 所〉 第二段階 第一段階
自分の部屋自分の部屋の壁 ①自分の部屋 10WN 
ROOM 
自分の机のある部屋 ②自分の机のある部屋
(自室がない場合) (自室なしの場合)
居間台所テレビの部屋 ①居間・台所など 20THERl 
父母・祖父母・兄弟の部屋 ②特定の人の部屋 HOUSE 
応接問客間あき部屋 ③予備室(応接間など)
風呂トイレ脱衣所洗面所 ④風呂 ・洗面所
洗濯機の横 -トイレなど
抑し入れ秘密基地物置 ③仰し入れ・物置など
玄関廊下階段ベランダ ⑥玄関・廊下など
庖(家でしている) 家全部 その他
不明な部屋 (不明な部屋など)
学校教室部屋更衣室 ①学校関係 30THER 
友達の家祖父母の家 ②知人の家 INDOOR 
本屋映画館ゲ ムーセンター ③庖・娯楽場
電車図書館塾公衆m話 ④その他
家の外・前家のガレージ ①家の周辺 40UT 
運動織広場公園山 ②広tjl.公園など DOOR 
道路学校の帰り 高広街 ③道路・商庖街など
秘密の所基地秘密の穴 ④秘密の場所
外 ⑤その他
机引き出しベ yド本棚 ①自分の物 50THER 
電話ソ7ァー こたつ ②自分の物以外 THINGS 
静かな所・誰もいない所 60THER 
特定の人が居ない所 SITUATIO:-l 
2) r理由一1J 
場所を選んだ理由については、第一段階として次のよ
うに 13項目に分けた。 1-7については、現実の行為と
願望の両方を含めた。[表-6 ] 
1. <Ownership> 所有権
(3) 
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2.<Aloneness> 
3. <Control Access> 
4.<No One Bothers> 
ひとり
人が来ない
誰にもじゃまされな
5.<Control Information 1 >物や存在を知られな
6. <Control Information n >行為を知られない
7.<Choice> 好きなことが出来る
8.<Quiet> 静か
9.<A Place to think> 考える場所だから
1O.<A Place 
for Other Activities >考え事以外をする場
所
l.<Be With Others> 人と一緒
12. <Physical Qualities> 物理的要因
13.<Other> その他
3) r理由一2J (プライベートな場所の物理的特質)
表-6 r理由一 1Jのカテゴリー
また、プライベートな湯所となるには、どのような物
盤的な状況を備える必要があるかを見るために 『理由一
2Jを設定した。理由の第一段階では物理的特質を示す
ものとして3の<静かさ>と12の<物理的要因>がある
が、第2段階ではこれをさらに8項目に分類した。 [表一
7J 
1. <Openness> 
2.<Size> 
3.<No Noise> 
4.<Separation> 
5.<Doors> 
開放性
広さ
静かさ
隔離
扉、鍵のかかる扉
6. <Specific Furniture>特定の家具
8. <Circumstance> 物理的環境
9. <Other> 居心地の良さ
但し、 <SignSaying "Keep Out">の項目は日本
ではこれに該当する回答がなかったため省略した。
重量7r理由一2Jのカテゴリー
-自分の部屋・自分の物j・身近にあってほしい 11oWNER-1I ・戸を閉める 1  OPENESS 
・自分の物は自分で管理j・大事なものをとられた1-_. ~iHÎP 1・広い ・狭い 12 SIZE 
・なくさない・忘れない; くない・飾りたい 1 1 ・静か ・集中できる ・気が散らない 13 NO NOISE 
-一人・稚も来ない・動作の相手しか居ない 12 ALONE-II・とじこもる・皆の部屋と限れている・官室 14 SEPARA-
NESS 1 11 TIO~ 
・ノックをしないと人li入 j・勝手に入られたくない13 CONTROL 1・戸が頑丈・鍵がある・防音している 15 D∞RS 
れない・入るなと言える;・入ってほしくない 1 AC氾ESS1 1 KEY 
-誰も入れない I I 
-邪魔する人がいない :・邪魔されたくない 14 NO ONE 
・うるさく言われない ;・あれこれ言われたくない 1BOTHERS 
・見つからない・誰も知ら :・見られたくないものが15CONTROL 
ない場所・隠れられるjある ・自分だけ見たい1 INFOR-
・友達だけが知っている;・散らかっているのでいや 1MATION 1 
・見られない・聞かれない :・見られたくない・聞かれ 16CONTROL 
・勉強していると思ってj たくない・はずかしい 1 INFOR-
くれる i・告げ口されたくない 1 MATION n 
・自由に出来る・好きなこ i・自分勝手にしたい 17 CHOICE 
とが出来る・おこられな ー・自分のしていること
い・制限されない : を止められたくない
-静か 18 QUlET 
-考え事をする 19 A PLACE 
-自分の世界に浸れる 1 TO THINK 
・~をする(寝る着替える料理をする遊ぶ話す10A PLACE 
音楽を聴く宿題をする何かをする 1FOR OTHER 
ごろごろする 独り言を言う) 1 ACTIVITY 
・皆が居る・友達が居る・にぎやか・家族カt聴いてくれる 11BE W汀H
-教えてもらえる ・相談できる ・家族と一緒 1 OTHERS 
・物理的要因 12 PHYSICAL 
QUALlTIES 
・習慣・そこしかない・畷・腐り.は気にならない 1130THER
(4 ) 
.-がある(机・服・テレビ)・なんでもある 16SPECIFIC 
-近くにある・出入しやすい・テレビが大きい 1FURNITURE 
・涼しい・日当たりがいい・快適・景色が絡麗・庭や 17CIRCUM-
2Eを眺められる・自分の部屋は暗くていや・締麗 1STANCE 
-落ち着く ・居心地がいい・休まる・ごろごろできる 180THER
5. プライペートプレイスとその要因
「プライベートな場所」となるための4つの機能を具
体的に実現している26の行為について、場所とその場
所を選んだ理由から同じ傾向を持つグループに分類し
た。
なお、 Dの設聞については、インタビューと記述式の
調査をしたが、インタビューの方が、より明確な回答を
得られたため、インタビューで回答の得られなかったD
4のみ記述方式の回答を採用した。 [表-8J 
6.発達段階による「場Jの認識の変化
A. Self-identity r思考のための場所」
プライベートな場となるための、第一の要因である
「思考の場」を求めるために、次の場を問う設聞をした。
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表8 場所のグループ分類 A-1考え事をする
場所l 2 3 
A A1考え事を
S48.38E % 
物ノ中 家ノ中
する 11. 0 10.3 
A2空想 怠宮E家/中 物ノ所
ポー ッとする 34.2 24.2 11. 4 
A3本を読む 位~.~定4 家ノ中物ノ中
23.1 12.8 
B① Bl誰も入っ ない 家ノ中 ËI~ 
てこられない 78.3 15.8 ，4.9 
B3入って来 ない
る人を選べる 92.1 
B2あなたの許可 ない 8蜜 家ノ中
なしに入れない 63.6 26.1 9.8 
B5特別な人だ ない s52a1集4 家ノ中け入っていい 58.4 6.5 
② B4誰にも入 ない Iã~ 家ノ中
って欲しくない 54.9 23.1 18.2 
B6居る時入 ない 家/中 t9~ 
って欲しくない 44.6 26.9 25;0 
③ B7居ない時入
S段3.重3E ないって欲しくない 37目5
B8大切な物 物/所 自繁
をしまう 79.9 19.3 
B9ポスター ない ËI~ 物/所
を貼る 45. 7 4.4.3 7. 1 
C① C1 したい事が ~ ない 家/中
自由にできる 31.2 31. 5 11. 4 
C2そこしか出 ない
2怠1重.5E 家/中来ない事をする 48.4 15.0 
C5ラジオ ・
5853.7 E 
家ノ中 ない
音楽を聴く 22.0 18.8 
② C3ファミコ 家/中 ない 怠雪量
ンをする 40目2 38.0 18.8 
C4ビデオ 家/中
i8a 2雇e テレビを見る 88.0 
③ C6腹が立つ 4怠L費EO ない 他ノ建た時行〈 19.6 11. 4 
C7一人にな 窃軍E ない 家/中
れる 45. 7 31. 8 13.6 
D① D2手紙・日 4853 E 
ない 物ノ所
記を書く 19.8 18.2 
D3電話をす 家/中 Iã~ 
る 80.4 14.4 
D7見られたく ない m~ 家ノ中
ない事をする 44.3 25.8 15.7 
② D6聴かれたく ない ~笈 他ノ建
ない事を話す 29.9 2O.'T 17.9 
③ D1着替えを
8S3.6 E 
家/中
する 29.9 
D4寝る m. 家ノct
69.0 28.8 
D5勉強をす
7802a畿l 
家ノ中
る 16.6 
理由l 2 
物理 alone 
32.3 19.8 
物理 その他
36.4 20.3 
物理 静か
44.1 16.9 
なし
68.0 
所有 なし
55.2 24.1 
なし C. A. 
29.1 23.1 
なし 所有
39.9 19.0 
なし 所有
31. 3 18.4 
なし N.O.B 
30.5 23.2 
C.1.1 所有
48. 7 38.7 
C.1.1 物理
38.9 24.3 
所有 その他
49.3 16.6 
物理 alone 
27.4 17. 1 
物理 なし
30.9 22.0 
物理 alone 
53.2 18.4 
物理 なし
78. 5 8.3 
物理 一緒
75.1 8.5 
物理 alone 
30.3 24.9 
alone なし
37.8 27.3 
C.1.2 物理
35.6 26.1 
物理 C. 1. 2 
41. 7 22.2 
C. 1. 2 なし
43.2 27.1 
alone C.1.2 
24.4 22.9 
物理 なし
46. 7 16.9 
なし 物理
35.9 28.2 
物理 なし
52.1 13.8 
3 
なし
12.8 
alone 
14.0 
その他
11. 0 
N.O.B 
14.7 
C.1.2 
22.7 
所有
20.9 
なし
14.7 
alone 
10.0 
choice 
5.5 
choice 
7.7 
物理
12.9 
その他
20.3 
その他
13.7 
一緒
20.3 
その他
10.7 
(5) 
A-2空想したり・ボーッとする
A-3本を読む(漫画 ・雑誌は除く)
場所・場所を選んだ理由とも、結果は全て同じ傾向を
示し、同一グループに属すると考えられた。
「恩考の場」は年齢が上がるに従い<自室>をあげる
割合が高くなり、とくに A-lでは、この傾向が顕著で
ある。[図-3 ] 
A-1場所(考え事) 学年間検定
小5• 6側~
中学 (97)1 1自室
高校(92) l 
A-2 場所(空想・ボーッと)学年間検定 p=o.∞o 
小3・4(91) 
小5・6(88) 
中学 (97)島
高 校 (92)
A-3場所(本を読む) 学年間検定 p =0. 033 
050 100% 
小3・4(91)1 I 13U 5 1617 I 
小5・6(88) fJ< '131516 
中学(97)1 1 1315117 
高校 (92)1 1131517 
l自室 2家の中3他の建物4屋外5物の所6状況7ない
図-3 Aグループ場所
A-2では、小学生は<家の中>の居間などが1/3を占
めているが、ここでも中 ・高生になると<自室>が多く
なり半数を占める。
A-3は、高校生では電車の中で読むなど<他の建物>
をあげるものが自室に次いで多くなる。
場所の認識にたいしては、自室の専有度の違いによる
有意差がみられた。専有の者では<自室>をあげるもの
が多かったのに対し、共有・自窒なしの者では<家の自
室以外の場所>居間 ・浴室などが思考の場として使われ
ていた。また、机・ベッドなど<物のある所>をあげた
者も多く、部屋よりも狭い自分の領域でとらえていると
考えられる。高校生では専有が87.0%と大部分を占める
ため、専有度の比較は出来なかった。[図ー4] 
理由にも、年齢による違いがあった。思考の場となる
には、<居心地の良さ>ゃく静かさ>といった空間の物
理的特質や、他人の存在とのかかわりを示すくひとりで
ある>ことが要因とされている。理由に<静か>である
-74- 生活環境学
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A-l 場所(考え事)年齢×自室の専有度
050 100% 
小3・4専27( 蜘 '1 日IH 11 7 1 
P =0. 079 共541' w ，1]3際1 5 161 7 1 
高校専801
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状視?ない
図-4 自室の専有度による違い
A-l箆由(考え事)。 学年間検定 P =0. 000 50 100% 
小3・4(77) 
小5・6(79) 
中学 (91)
高校 (88)
学年間検定 P =0. 000 
50 . 100% 
学年間検定 P =0. 034 
50 100% 
図-5 Aグループ理由
B. Desire To Exercise Autonomy r空間の制御」
プライベー卜な場所となるための、第2の機能である
空間の制御に関連した行為、 B-I-B-9の結果を分析す
ると、つぎの3つのグループが浮かび上がってきた。
①「空間への接近をコン トロー Jりする場所グループ
B-l誰も入って来れない
B-3あなたが入って来る人を選べる
B-5特別の人だけが入ってもいい
B-2あなたの許可なしに誰も入って来れない
このグループは、自分の領域にたいする他人の侵入を
支配できることを意味している。これは、日本の伝統的
空間文化には存在しなかったものである。調査結果でも
この事を裏付けるように、そのような場所はくない>と
する者が多く B-lでは78.3%、B-3では92.1%を占めて
いる。くない>に次いで<自室>があげられている。
B-l B-3 B-5については年紛による相違はなく、く
ない>と答えた者が多い。[図 6J 
8-5場所(特別な人だけ) 学年間検定 P =0. 131 
0 50 100% 
小3・4(91)1L >1:11 7 1 
小5・6(飽)! 1. 10 7 1 
中学 (97)1 1自室 L11 7 1 
高校 (92)1 fH 7 1 
8-2場所(許可なしに入れない)学年間検定 P =0. 000 
0 50 100% 
小3・4(91)1L: 1 7 1 
小5・6(88)1 ，.L ] 7 1 
中学(97)1 F < 1 7 1 
高校 (92)1' 、H 7 I 
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状況7ない
図-6 8①グループ場所
なお、 B-3の[特別な人]とは各学年とも友人が最も多かっ
守-，.、 。ー
8-2は年齢があがると<自室>の割合が増加している。
また、専有の方が<自室>の増加率が大きく高校生の専
有では50.0%になっている。
[図ー 7Jに示すように、場所を答えた者についても理
由くなし>が年齢に関係なく多いが、 <所有権>や<
接近のコントロール>(ノックなしに入れない、入るな
ということができる等)があげられ、他人との関係から
自分を守りたいという意識が作用していた。
(6) 
萩原・北浦他:プライベー卜プレイス -75-
学年間検定P=0.544 
50 . 100% 
②「接近と情報のコントローJり する場所グループ
B-4誰にも入ってきて欲しくない
8-4理由 (誰も入って欲しくない)学年間検定 P=0.151 
0 50 100% 
小3・4(44)!1!2i 4 ! 5! 
小5モ6(35)! 1 
中学(43) 
高校(41) 
図-9 8②グソレ フー。理由
B-6あなたが居るときに入ってきて欲しくない またB-6に関して、[あなたが居るときに入ってきて
ここでもくない>が半数を占めるが、<自室><家の 欲しくなのは誰か]の聞には、小学3・4年では 「親」
中の自室以外>の場所(浴室 ・便所)が、高い頻度であ (21.4%)より 「兄弟J(28.6%)をあげるものが多いが、
げられていた。<自家>の割合は、年齢が上がるにつれ 小学高学年以上になると、 「親」は30%と一定であるが
て高くなっていた。また、年齢が上がると、 B-4では、 「兄弟」が減り、 「家族」が増えている。
浴室などから <自室>に、 B-6では、<自室>と<家 ③「所有権」と 「情報のコントロール IJに関わる場所
の自室以外>の場所(浴室 ・便所)などが、くない>に B-7あなたが居ないときに入ってきて欲しくない
次いであげられていた。[図 8J B~ 大切なものをしまう
8-4場所(識も入って欲しくなL、)学年間倹定 P=0.116 
0 50 100% 
小3・4(91)11 1ヨ1 7 1 
小5・6(88)1 I 1 ない | 
中学 (97)1I自室fJ 01 7 1 
高校(92)1 I 1 7 1 
8-6場所(いる時入って欲しくない)学年間検定 P=0. 067 
0 50 100% 
小3・4(91)1 1 m 7 1 
小5・6(88)11 目1 7 1 
中学 (97)1 I 2家の中 1&1 7 1 
高校(92)1 1 01 7 1 
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状況7ない
図-8 8②グループ場所
理由には<誰にも邪魔されない>や<情報のコ ントロー
ルI、r>があげられている。 [図-9 J 
<情報のコン トロール>は次の2種類に分けられる。
<コント ロール1>・物や自分の存在を知られないと、
<コントロールr>見られない、聞かれないといった
自分の行為を人に知られないである。
年齢が上がるにつれて理由はコントロールIからEへ移
行していた。
( 7 ) 
B-9ポスターを貼る
空間の 「所有権Jと 「情報のコントロール 1J (物や
自分の存在を知られたくなし、)にかかわりのあるグルー
プである。<自室><物のある所>(机 ・引出し)など、
空間と物の両方があげられていた。[図一10J
日 一 7場所(~、ない時入られたくない)学年間検定 P=O. ∞l
小3・4(91) 
小5・6(88) 
中学 (97)
高校(92)
。 ω 100%
8-8場所(大切なものをしまう)学年間検定 P =0. 076 
P ， " sp " ， 10p% 
小3・4(91)1 Iftl 5 11 
小5・6(88)1 1 H 5物の所 1 
申学(97)1 1 5 " 1 
高 校(92)1 1 5 1 I 
8-9犠所 (ポスター を貼る) 学年間検定 P=O∞o 
0 50 100% 
小3・4(91)1 1151 7 1 
小5・6(88)1 I 15 1 7 1 
中学 (97)1 15 I 7 1 
高校(92)1 ~51 7 1 
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所唱状況7ない
図-10 8③グループ場所
一76← 生 活環境学
理由・空間の<所有権><情報のコントロール1>があ
げられている。[図一1J
8-7理由(いない時入られたくない)学年間検定 p=0. 520 
0I I I 5.0 I 且， ，109% 
小3・4(44)11 111 5 1111141 
小5・6(51)J1 11 5 11 
中学 (65)1 1 111 5 111 
高校 (70)1 1 I 5 1141 
8-8理由(大切なものをしまう)学年間倹定 P =0.179 
P" ，5p ・，109%
小3・4(88)1 1 
小5・6(86)1 1 
中学 (94)1 1 
高校 (86)f 1 
8-9理由(ポスターを貼る)。
小3・4(31)1'" 
小5・6(49) 
中学 (64)
高校(55)1 1 1171121 13 
①所有権②ひとり③人が来ない④廊魔サレナイ⑤物・存在ヲ知
ラレナイ⑥行為ヲ知ラレナイ00キナ事デキノレ⑧静か⑨考エJレ
犠所⑩考工事以外ヲスル場所O人卜一緒⑫物理的要因⑬他ノ
状況⑬なし
図-11 B③グループ理由
B③は、<物>から<空間>に及ぶ範囲で満たされる、
個人の所有権と関連したグループである。
ここでは男女に違いがみられ、男子では<所有権>・
女子では<情報のコントロール1>C人に見られたくな
い)の割合が高くなっていた。[図一12J
P =0. 003 
100% 
図-12 B③グループ B-8男女別理由
また、 B-8で「大切なものは何かJと尋ねたところ、お
金などの割合は年齢に関係なく約80%を占めていたの
に対し、手紙・写真などは年齢が上がるにつれて高くなっ
ていた。[図-13J
020 40ω80 100 
小3・41 29.4 1緩み語&57.4後援孫基j10.:到10お金など
図宝物類小5・61 31. 6 115.8114.5114:518. 4 &i口手紙・日記・写真
中学l 34.8 la2:1 3臥4 1121 1]gプレゼント・思い出の物
ロ遊ぶ物
高校|26.8H 50.7 s.a除10その他・いろいろ
図-13 大切なものとは?
( 8 ) 
以上、 Bの3つのグループは量的には、いずれも年齢
に関係なく一定の現れ方をしていたが、その質は年齢と
共に変化していた。
C. Autonomy Component i行動の選択」ができる
場所
プライベー卜な場所となるための、第三の機能である
「行動の選択」の関連した行為 CC-1-C-7)を分析する
と、 3つのグループに分けられた。
①「選択権」と関連のある場所グループ
C-1したい事が自由に出来る
C-2そこでしか出来ないことをする
C-5ラジオ・音楽を聴く
他人の存在と関係する 「選択権」への要求で、設備な
どのく物理的要因>とも強くかかわっていた。
このグループは、発達段階と関連し、年齢が上がるに
つれて、要求は高くなっていた。 [図一14J
C-1場所(したい事が自由に出来る)学年間検定 P=O∞o
050 100% 
小3・4(91)1 iむ H屋外116・ -
小5・6(88)1 Iλ 人一
中学 (97)
高校(92)
C-2綴所(そこしか出来ない事をする)学年間検定 p=臥122
C-5場所(ラジオ・音楽を聴く)学年間検定 P =0.000 
0 50 100% 
小3・4(91)1 下山2家の中主 H 
小5・6(88)1'' 
中学 (97)1 持
高校(92)1 ヤい 偽 Flt7
i 自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状況?ない
図ー14 C①グループ場所
場所 .特定できず、設備のある所として<自室>から
<家の中>、家以外の学校などの<他の建物>、<屋外
>に及んでいる。
理由・<物理的要因>C家具・設備がある〉や選択権<
好きなことが出来る>があげられている。 [図ー15J
争「行為の場」のグループ
C-3ファミコンをする
C-4ビデオ・テレビを見る
このグループは、<物理的要因(設備)>とかかわり
のある行為で、設備(テレビ・ファミコン〉の霞かれて
荻原・北浦他・プライベートプレイス -77-
いる居間などが、 80%と学年に関係なく大部分を占め
ていた。 [図一16J
C-1理由(したい事が自由に出来る)学年間検定 p=0. 095 
o W 100% 
小5・6(37)1 2 
中学 (49)1112
高校(56)112 
C-5理由(ラジオ ・音楽を聴く)学年間検定 p=札000
0 ， 5.0" 100% 
12 
図-15 C①グループ理由
C-4場所(ビデオ・テレビを見る)学年間検定 p =0. 273 
P 5.0 ，・， 100% 
小3・4(91)( 、 1
小5・6(88)1 ト ンノ 2家の中 刊汗 川 1
中学 (97)1 i川 日ジ以~主〆日士九子 :1
高校(92)1 iト三九 .1
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状混7ない
図-16 C②グループ場所
③「ひとりきり」になれる場所グループ
C-6腹が立ったときに行く
C-7一人になれる
場所:<自室>が40%を占めるが、<家の中の自室以外
>、<他の建物(友達の家)>、<屋外>まで多様な場
所が年齢に関係なくあげられていた。[図一17J
理由・これは他のグループと違い、 <物理的要因>の割
合は低く、くひとりきり>になれるや、空間の 「物理的
特質」の中でも、心が休まるなと、と言った<居心地の良
( 9 ) 
さ>があけ、られていた。 [図一18J
①③群において、個室の専有の程度により、場所の認
識に有意差が見られた。専有 ・共有・自室なしの)1闘に自
室をあげる者が減少し、 「そのような場所はない」とい
う答えが、増加していた。
C-6場所(
小3・4(91 
小5・6(8) 
中学 (97
高校(92
C-7場所(ひとりになれるのは)学年間検定 P =0.000 
P 叩 " . 109% 
小3・4(91)1 l己主IliHI 7 1 
.'J、5・6(8)1 !正三 Hl室長JI 7 1 
中学(97)1' ν イ 1.>JII 7 1 
高校(92)1 F IHI 7 1 
1自室2家の中3他の建物4屋外5物の外6状況7ない
図-17 C③グループ場所
C-6理由(腹が立ったときに行く)学年間検定
050 
小3・4(73)1 2 
小5・6(69)1 2 
中学 (80)1 2 
高校(75)
C-7理由(ひとりになれる〉 学年間倹定 P =0. 004 
o W 100% 
図-18 C③グループ理由
D. Information Control i情報のコン トロール」
ここでは、日本で一般的に 「プライパシーjと考えら
れている、狭義のプライパシーの認識のされかたについ
てみてし、く。
「情報のコン トロールJに関連した行為、 D-l-D-7 
の結果を分析すると、 3つのグループに分けられた。
① 「情報のコントロールIJと関連のある場所グループ
見られたくない、聞かれたくないなど、 「情報のコン
トロールIJにかかわりのある場所である。
D-2手紙や日記を書く
D-3電話をする
-78一 生活環境学
D-7見られたくないことをする
低年齢では<家の中>の居間や、机・ベッドなどの<
物>があげられ、年齢が上がるにつれ<自室>へと移行
するとともに、その割合は増加していた。[図-19]
D-7・場所(見られたくない事をする)学年間検定 P=0. 000 
050 100% 
小3・4(η)J 品 F.:弘元I抗日 γ 三ιi1511 7 1 
小5・6(99) r サ闘[6 [ 7 1 
中学 (99)1' rm:~:m 61 7 1 
高校(87)1 ぞ H 116[ 7 [ 
1自室2家の中3{也の建物4屋外5物の所6状況7なL、
図-19 D①グループ場所
特に D-3では、周りに人がいる場合、中学生までは
周りを気にしないで電話する者が多いが、高校生になる
と<戸を閉める><場所を移動する>など状態を変える
ものが多くなっていた。[図 20] 
0 20 型 J..O~~_~Q!Oロ状態は変えない
小3・41 64.4 協115.3~樹図戸を閉める
ロ線をのばす小5・61 61. 8 If7Al1β114.司ロ人をのかす
中学| 71.2 閥悦1'5.41ロ小さな声で
図隠れて ・背を向けて
高校|22 隊16務14Ihf4、綴織!3'2縫繍図人が居ない時
居ない所へ
図-20 電話の状態
②「情報のコントロールnJと「ひとり」に関連のある
場所
D-6人に聞かれたくないことを話す
②はD-6のみで、その場所は様々で特定できなかった。
理由としては、<情報のコントロールn(人に聞かれな
い)>ゃくひとり(他に人がいない)>がほぼ同じ割合
を占め、年齢による変化はみられなかった。[図-2日
D-6で聞かれたくないことの内容を尋ねたところ、
年齢が上がるにつれ<異性のこと>が増加し、高校生で
(10) 
は最も大きな割合を占めていた。[図-22]
図-21 D②グ'ループ場所・理由
ωoロ自分のこと
sil淵図友人のこと・噂話・悪口
ロ遊びのこと
ロ異性のこと
ロ学校関係
図協密
図色々 なこと
図-22 D6聞かれたくないことは
D-}場所(喜書替えをする) 学年間検定 P =0. 000 
050 100% 
小3・4(91)1 12家の中 6[ 
小5・6(88)1 1日汁山メ入 1 6 1 
中学 (97)1 !1白蜜 1 <<1附
高校(92)1 J 161 
D-4場所 (寝るのは) 学年期検定 P =0. 000 
P. ~ .109% 
小3・4(91)1 "ヲア 正1 I 
小5・6(関連発弘ザ “ 
中学 (97)長予 I ヘ H 
高校(92)弘、 弘、: ふ議 ト 1
D-5犠所(勉強するのは) 学年間検定 P =0. 0∞ 
P E ・.5.0 .. . 100% 
小3・4(91)1d問 ;L 二 1< >[ 5 1
小5・6 (SS)t J 。一 夕、竺♂ ，~:Y 1 ¥ ] 5 陣
中学 (97)ι す ~.議，同党; ぶ動 . 1 1511 
高校(92)じ 酔婚 ， 思 P 必 ぶ究会 ~1 IIs I 
l自室2家の中3他の建物4屋外5物の所6状祝7ない
図-23 D③グループ場所
このD②群は、D①群と似た性格を持っているが、比較
的空間の制約を受けにくい行為群にみられることと、年
齢にかかわらず一定の要求がみられる点が、 D①群と異
なる。
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③家具 ・段備とかかわる行為のための場所グループ
D-l着替えをする
D-4寝る
D-5勉強する
場所:低年齢では<家の中>の居間・予備室や、机・ベッ
ドなどの<物>があげられているが、高年齢になるに従
い<自室>へと移っていた。[図-23]
以上の結果をまとめると、[表-9]のようになる。
7.家族生活からみた子供の発達指標
子供の発達を家庭生活を通して客観的にみるために次
の4つの質問を行った。
①ひとりでいるのと家族でいるのとどちらが好きですか。
②一番好きな場所は、どこですか。
③一番楽しいのは、どこで何をしているときですか。
④家の中で一番長くいる部屋は、どこですか。
これらの結果を、 「思考の場所」となる理由が、年齢
が上がると、空間の<物理的特質>である<居心地の良
さ>から、他人の存在の有無にかかわるくひとり>であ
るに変わっていた事と、関連させて考察した。
②一番好きな場所や、③一番楽しいのはで、あげられた
場所は、中学生になると 「家」から「家以外の場所」へ
移行していた。このように、関わる人が年齢によって増
加していくために、くひとりになる>ことへの要求が増
加すると考えられる。
また、①と③の質問では、小・中学生ではくひとりがい
い>は少なく、<家族と一緒がいい>で、家の中で一番
長くいるのは<居間>が大半を占める。高校生では、く
ひとりがいい>が多く、長くいる場所も<自室>が多く
なっていた。[図-24]
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図-24 ひとりでいるのと家族でいるのと
どちらが好きですか
このように、直接的な質問では、プライパシ一意識は低
年齢では顕在化しておらず、認識されていなかった。
これに対し、 「思考の場所」となるには、小学生におい
ても既にくひとりである>という要求があった。
このように、小学生でも潜在的に様々な行為を通して、
プライベー卜プレイスを屋内 ・屋外空間に求めており、
子供にと ってプライベートプレイスは、大きな意味を持っ
て機能していることが明らかになった。
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8.プライベー卜プレイスの日米比較
プライベートな場所となるための4つの機能の場を求
めたが、この結果を米国のプライベートプレイスと比較
検討することにより、日本の文化的特質を探った。
1 )米国 (M.Wolfe)の調査概要
867人の4-17才の子供(都市と郊外・地方半々)に個
人インタビ、ューをし、子供のプライパシーの概念を年齢
や居住環境と関連させて考察している。[表 10] 
表10 米国の調査
インタビュー方式(有効N=775) 
地 域 SOCloenom lC raciaJ/ethnic 人数
都市部NewYork wor king clas white 
middle blackC註) 428 
upper-middle Spanish 
捌 Wisconsin州 working white 347 
直方 M山 auke middle 
(註)グルー プによる差は無かった。
自室の専有度は、日本では高校生になると87.0%が専
有なのに比べ、米国では都市・郊外とも年齢による自室
の専有度の相違はない。 [図-25]
図-25 個室専有度
「あなたにとってプライノてシーとは、どういうことを
いいますかっ」 という質問に対し、 「わからない」と
答えた者は10.6%あるが、その内の9.3%が12才以下で
ある。また、 13以上でわからないと答えたものは、すべ
て都市に住んでいた。[図-26]
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“don't Know"の内9.3%は12才以下都市
図-26 “Wouldyou please te1 me all the things 
the word privacy means to you?" 
先の質問に対しては、あるプライベートな場所を最初
応答えられることが多かった。場所以外に、[人の存在]
や、空間の[物理的特質]で答えた者もいるが、これらは
場所の理由として答えられることが多かった。[図-27]
図- Urban 
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2 )プライベートプレイスの日米比較 [表-11]
先に述べたように、日本では広義のプライパシーを意
味する行為を行う 「場所」をたずね、その結果を米国の
ものと比較した。
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米国では、居住地域によってプライベートだと考える
場所に大きな差があった。
都市では、 <Ownroom>などの家関係の場所が多
く、 郊外では、自室に続いて、 <Outdoor>が30.0%
を占め屋外のタイプが多くなっている。 <OtherIn-
door>に続いて<OtherHouse Area>は12.6%で、
日本の共有で多くあげられている<家の中>は、米国の
郊外では少ない。
日本ではいずれの項目においても、自分の部屋がプラ
イベートな場だと考えていて、米国の都市より自分の部
屋を中心に認識されていた。
A i思考の場」グループが、最も米国のプライ ベート プ
レイスの都市のタイプに近くなっている。
B i空間制御」グループやCi行動の選択」グループで
は、<そんな場所はない>と答える者が多く、日本の~
(12) 
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間特性をよくあらわしている。また米国でも<Own め、小・中学生での比較になるが、専有の方が<自室>
Room>は、 <Outdoor>などに比べて、人に邪魔さ が多L、。また、<自室>の割合は、高校生の専有が最も
れやすい場所としてあげられていた。 多くなり、米国の都市と同じ傾向を示している。
D I一般的プライパシー」では、設備や家具に関連した このように、プライパシー観はどの様な環境で育ったか
行為が多いため、 <居間>ゃく特定の場所>があげられ と関連があると言える。
ていて、米国の都市と類似していた。 3)理由 What makes it private? [表-12J
このように、日本の子供のプライベートプレイスは、 米国では[図 2 4 Jのように、プライパシーから想起
米国の都市の子供より、自分の部屋を中心に認識されて するものとして、 [場所]の他に [他の人の存在]ゃ
いる。設備に関連したものは、米国の都市と閉じように、 [物理的特質]があげられているが、これらはまた、場
家の中の自室以外の場所に広がっている。米国の郊外に 所をあげた理由としてもとりあげられている。
多い<屋外>タイプは、日本では低学年に秘密の丞地な 4割近くの子供が[他の人の存在]についてふれていて、
ど一部みられるだけである。 その内の7割がひとりになれる場所だとしている。
年齢 米国の都市では、年齢が上がるにつれて [物理的特質]では、 <NoNoise>が1/3を占め、次
<Own Room>が増加]し、学校やクラブハウスなどの に<Door>があがっている[表ー13J
<Other Indoor>が減っている。郊外では、 <Own
Room>は一定で、行動半径が大きくなる13から17才 表一12 理由“Whatmakes it private?"の比較
1>1ヨ汁，U.a舟 1 nl宙" 1 1 'l 0 
ではくOutdoor>タイプが4l.7%と最も多 くなり、
<Other Indoor>が減る。
日本の場合も、年齢が上がると、 <自室>タイプが増え、
米国の都市と同じ傾向を示している。
年齢×専有度:米国の都市では専有は、 <Own
Room>が多く、共有は居間などの<OtherHouse 
Area>が多い。また、専有の方が年齢による<Own
Room>の増加率は大きい。13-17才の専有に<Own
Room>が最も多くなり、半数を越える。郊外では、
専有は年齢が高くなるほど<OwnRoom>の割合が多
くなるが、共有では、逆に<OwnRoom>は減少し、
<Outdoor>が増加する。 [図-28J
日本の場合は、高校生では90%近く が専有となるた
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図-28 米国のプライベー卜プレイス
表-13 物理的特質の比較
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プライベートプレイスとなる理由には、複数で答えら
れることも多いが、一つの理由をあげたものについて分
析している。都市 ・郊外とも理由には、ひとりだから
<Alone>が最も多く、じゃまされない<NoOne 
Bothers Me>・<ControlAccess>と続く 。場所に
<Outdoor>をあげた者は、誰も知らない<Control
Information 1 >という理由をあげていた。郊外の8-
12才では、 <ControlAccess>が理由の2番目にあげ
られ、早い時期に プライパシーの中の<Control
Access>の側面を経験している。
このように、米国の子供のプライベートスベイスとは、
ひとりになれ ・誰にもじゃまされない ・静かな場所であ
る。それに比べて、日本で最も多い理由は、空間の[物
理的特質]である。中でもAi思考の場」では<居心地
>や<静か>が多い。米国に多いくひとり>は、年齢が
高くなると増え、専有の方が多い。 Bi空間の制御」に
ついては、場所を答えた者についても理由はくない>が
多い。米国で<ControlAccess>が理由の第3位なの
と比べると、人の接近をコントロールするという概念に
ついては、日米関で差があることが理由からも判る。
C、Dでは、専有の方がくひとり>への要求が強く現れ
ていて、米国のタイプに近くなっている。
米国では物理的な理由として<NoNoise>ゃ<Door
>が、多くあげられていた。従来、 子供は大人ほど音に
左右されないと考えられてきたが、環境デザインを考え
る上で、もっと音に関して注意を払わなければならない
としている。前研究U でも、日米の音に対する反応の差
として、米国では、叫び声や怒鳴り声などの音が気にな
るとしているのに対して、日本では機械音や騒音などが
問題にされていた。
9.まとめ
1) A i恩考の場jとなるには、低年齢では<静か>な
どの空間の物理的特質を霊観していたが、年齢が上
がるにつれ、他人の存在を意識することへと変化し
ていた。
2) B i空間制御J(人が近づくことに対するコント ロー
Jレ)という概念は、日本の空間文化では存在しなかっ
たもので、発達段階において、量的な相違はないが、
年齢の上昇と共に質的な変化がみられた。即ち、<
物や存在>のコントロールから<行為>のコントロー
ルへと変わっている。
3) C i行動の選択」については、他人の存在と関係す
る<選択権>は、発達段階により要求は増加してい
た。しかし、設備を必要とするものと、 くひとりき
(14) 
り>を求める本能的要求は、発達段階による相違は
なかった。
4) D i情報のコントロール」 いわゆる日本で一般的
に認識されている狭義のプライパシーを守る湯所と
しては、空間の保障が必要なものと、そうでないも
のに分かれた。空間の保障の不要なものは、場所が
特定されず様々な所で行われていた。この要求は、
年齢に関係せず一定であった。他方、空間の保障を
必要とするものでは、 <物理的要因>である設備な
どに支えられている行為と、<情報をコントロール
>出来ることによって達成される行為が見られた。
前者は、年齢に関係せず一定の要求がみられるが、
後者では子供の発達段階と密接な関係を持ち、年齢
と共に、空間についての要求は、 より明確になり、
要求度も増加していた。
5 )小・中学生では、プライパシ一意識は顕在化してい
ないが、潜在的には小学生でも様々な行為を適して
プライベートプレイスを屋内・屋外空間に求めてお
り、子供にとってプライベートプレイスは大きな意
味を持って機能している。
6 )日本の子供のプライベートプレイスは、米国の都市
の子供より、自分の部屋を中心に認識されている。
日本ではプライベートになる理由として、 くひとり
>があげられることは少ないが、年齢が上がり専有
になると居心地の良さからくひとり>へと、米国の
ように人間関係に焦点が変化している。また、日本
では「空間を制御」するという概念、が希薄なのに比
べ、米国ではくControlAccess>が理由の 3番目
にあげられていて、双方の差が大きく表れていた。
以上の結果から、プライパシーを構成する4つの機能
すべてにおいて、プライパシ一意識は年齢によって、量
的または質的に相違があることが判った。その中でも発
達段階と共に要求が増加し、プライパシー意識の発達が
明らかなものは、 Ar思考の場」とCi行動の選択」の
中の他人との関係を調整する行為、Dr情報のコントロー
ル」のための行為であった。いずれも、家の自室以外の
場所や屋外、特定の物などから室内へ、しかも自室へと
場所の要求が、年齢の上昇と共に収れんしていく。また、
表面的な変化の見られなつかった 「空間への接近のコン
トロール」については、子供がこういった要求を持つこ
と自体が問題視されるような日本的文化のもとでは、最
も満たされにくい部分であった。そのため、要求として
も顕在化されにくくなっていた。プライベー卜プレイス
としての要求を満たすために<物理的要因>が必須条件
となる項目については、個室が専有か否かで有意差はみ
荻原 ・北浦他 プライベー トプレイス 一回一
られなつかったが、それ以外では、{菌室の専有度で有志、
差がみられ、専有室を有している者の方がフ・ライベート
プレイスとして、自室をより活用している状況があっ
fこ。
また、子供のプライベートプレイスにたいする認識は、
年齢 ・性別 ・自室の専有度・住んでいる地場など、子供
をとりまく環境や、それまでのプライパシー経験と関連
があった。
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Summary 
This study investigated the relationship between socio/ physical environmenal variables and lhe 
meaning of privacy by focusing on the concept of "Private Places" in childhood. There is no 
Japanese equivalent of the English "privacy". 80 based on M. Wolfe's study on Private Places， we 
asked the children about the various places and the reasaons that they selected lhe places. We in-
lerviewed 368 children from 3rd grade in primary shcool to 2nd grade in high school， and 
analyzed their responses. 
We also compared them with the data of U .8. Our data indicate that the types of private places 
differ as a function of age， sex， sharing or having one's own room. For Japanese children， private 
places are overwhelmingly indoor places， especially house-related areas including their own room. 
Respondenls who had their own room cited their own room as private places more often than 
respondents who share. 
(15) 
